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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

会長の篠田浩司さん（48）＝長山町２＝
結成時からのメンバー。現在会員は15名。お
揃いのTシャツで行事に参加します。「気軽に
自由に意見交換できる団体です。地域にはいろ
んな人がいるので、これからも声をかけていき
たい。」

お父さんたちの地域の受け皿に
　Nagayama Father’s Club（長山・ファーザー
ズ・クラブ）は、長山町子ども育成会の行事等
にお父さんの参加が少ないことから、その参加
を促すためにお父さんたちが気楽にコミュニ
ケーションできる場が必要ではないかと、平成
22年の夏に結成されました。
　現在は、子ども育成会を卒業したお父さんた
ちの受け皿にもなっていて、地域の行事に団体
として積極的に参加しています。主な活動とし
ては地区夏祭りの屋台での飲食物販売、秋祭り
の大人みこし、村岡町民運動会での選手勧誘・
繰り出しを全面的に引き受けています。
　今後は要請があれば、他の地区行事に参加す
ることも考えているとのことで、地区や壮年会
ともコミュニケーションをとっています。
　新しい地域参加の形ではないでしょうか。

あなたの支えは何ですか？ 私たちの支えは、「あなた」です。

院内保育所「ひまわり」

病院見学・説明会と採用試験のお知らせ
●病院見学会・説明会
病院の見学および継続教育や待遇などの説明は、随時行っています。
ご連絡のうえお越しください。
●採用試験
試 験 日：随時
必要書類：履歴書、看護職の免許証写し
　　　　　（卒業見込の方は卒業見込証明書、成績証明書）
選考方法：書類選考、小論文、面接
●募集職種　看護職員
●奨学金制度　看護職を目指す学生さん向けに奨学金制度があります。
　　　　　　ご相談ください。

看護職員看護職員
募集募集 ■院内教育

　　　　新人看護職員卒後臨床研修制度
　　　　プリセプターシップ制
　　　　オンデマンド研修
　　　　院外研修

■研修施設
社会保険看護研修センター（千葉県）
全社連研修センター（東京都）

継続教育

卒後教育

看護学生および就職希望の方へ

応募・お問合せ
〒911-8558 福井県勝山市長山町2丁目6番21号

Nagayama Father’s Club

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい
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ゴールの様子

新設されたウォーキングの部

市内3中学校の吹奏楽部による
応援演奏もコース上で行われました

里芋などのおもてなし

自分の順位と記録を確認 完走証の発行 表彰式

ゴール目指し疾走！
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勝山恐竜勝山恐竜
クロカンマラソンクロカンマラソン
開催！開催！

恐竜の森を
駆ける！

恐竜の森を
駆ける！

◆
過
去
最
多
の
参
加
者
数

　

６
月
９
日
、
か
つ
や
ま
恐
竜
の
森

を
中
心
に
第
９
回
勝
山
恐
竜
ク
ロ
カ

ン
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か

ら
過
去
最
多
の
１
７
８
４
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

競
技
は
２
㎞
か
ら
20
㎞
の
５
コ
ー

ス
32
部
門
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
新

緑
の
木
立
の
中
で
、
県
内
唯
一
の
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
新
設
さ
れ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
部
門
（
13
・
5
㎞
）
に
は
１

７
１
人
が
参
加
し
、
北
谷
町
杉
山
の

恐
竜
発
掘
現
場
ま
で
の
恐
竜
渓
谷

ル
ー
ト
を
歩
き
ま
し
た
。

　

か
つ
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
大
使
の
君
原

健
二
さ
ん
（
メ
キ
シ
コ
五
輪
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
）
も
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
参
加
者
と
一
緒
に
走
り
ま
し
た
。

①開会式であいさつする山岸市長
②開会式の様子
③スタートの様子
④ 選手宣誓（伊藤さん一家、鯖江市）
⑤かつやまマラソン大使の君原さん
⑥親子の部の様子
⑦大日太鼓によるおもてなし
⑧選手受付の様子

①①

④④

⑦⑦

②②

⑤⑤

⑧⑧

③③

⑥⑥
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「城下絵図に見る勝山町の変遷」「城下絵図に見る勝山町の変遷」

　このたび、市史編纂室嘱託職員の山田
雄造さんが、上記タイトルの冊子を自費
出版しました。
　「平成23年秋に成器西小学校で見つ
かった新たな城下絵図３点は、城下町勝
山の成立とその発展を知るうえで大変貴
重な資料です。しかし、絵図自体は痛み
が激しく、一般公開するには修復が必要
となるため、公開前に絵図の概要や特徴
を紹介しておきたかった。」と話す山田
さんは、「この冊子から、幾度となく大
火に見舞われながらも復興を遂げてきた
勝山の人々のたくましさを感じ取っても
らえたら」とも話していました。

Ａ４判、92ページ。現在の住宅地図のよ
うな城下絵図が数点掲載されています。
この冊子は、市立図書館のほか、市内各小
中学校に配布されていますが、ご希望の方
には、下記で販売します。
申・問　市史編纂室（教育会館３階）
　　　　☎88 ｰ 8113（史蹟整備課直通）  

とっておきの勝山、
みつけよう。

勝山市フォトコンテスト
作 品 募 集

　勝山市の四季や見どころを題材と
した魅力的な写真を募集します。
　なお受賞作品は、2015年版の勝山
市カレンダーや絵はがきに使用し、
パンフレットなどにも掲載する予定
です。

募 集部門▶勝山の春、夏、秋、冬、
恐竜、白山・平泉寺、勝山城博物館、
スキージャム勝山、越前大仏、え
ちぜん鉄道
賞 ▶グランプリ（１点）、入選（30点）、
特別賞(椎名誠賞ほか数点)、部門賞
募集締切▶平成26年７月31日(木)
※ 平成26年8月に審査を行い、その後
入賞者に通知およびホームページ
上で結果を発表します

問　勝山市フォトコンテスト
実行委員会事務局（観光政策課内）

☎88 ｰ 8117
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６
月
定
例
市
議
会
が
６
月
11
日

か
ら
26
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
か
つ
や
ま
〝
と
き
め
き
〞

大
使
で
あ
る
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
の

80
歳
で
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
成
功

を
讃
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
行
っ
て
い

る
、
恐
竜
を
全
面
に
出
し
た
観
光

戦
略
に
つ
い
て
触
れ
、
８
月
24
日

に
市
民
会
館
で
開
催
す
る
夏
フ
ェ

ス
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
中
学
校
の
再
編
に
つ

い
て
は
、
今
か
ら
概
ね
10
年
後
に

行
う
た
め
に
、
平
成
30
年
度
か
ら

最
終
検
討
に
入
り
、
平
成
31
年
度

に
最
終
決
定
を
す
る
と
い
う
方
針

を
説
明
し
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
旧
奥
越
地
域
地

平
成
平
成
2525
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

６月
定例議会

て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
件
の
意
見
書
案
が
可

決
、
４
件
の
陳
情
が
採
択
さ
れ
、

１
件
の
陳
情
が
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
陳
情
１
件
の
取
り
下

げ
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

◆
委
員
の
選
任

　

勝
山
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
井　

隆
治 

氏
（
沢
町
２
）

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に

つ
い
て
、
今
年
度
で
の
整
備
完
了

予
定
を
、
２
か
年
で
の
整
備
に
変

更
し
た
こ
と
に
よ
る
減
額
や
、
小

中
学
校
の
教
材
備
品
整
備
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
す
る
助

成
な
ど
、
一
般
会
計
に
１
４
３
万

４
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
１
１

６
億
２
５
６
２
万
円
と
し
ま
し

た
。

◆
条　

例

　

２
件
が
制
定
さ
れ
、
１
件
が
一

部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

• 

勝
山
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

• 

北
陸
育
英
会
育
英
基
金
条
例
の

制
定

• 

勝
山
市
母
子
父
子
家
庭
等
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
及
び

勝
山
市
重
度
障
害
児
（
者
）
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

　

そ
の
他
５
議
案
が
可
決
さ
れ
、　

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い

中
学
校
再
編
に
か
か
る
方
針
に
つ
い
て

中
学
校
再
編
に
か
か
る
方
針
に
つ
い
て

　

勝
山
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18
年
度
の
「
勝
山
市
の
小
中
学

校
の
望
ま
し
い
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
報
告
を
基
本
と
し
、
地
区
別

座
談
会
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
教
職
員
の
意
見

を
集
約
し
、
中
学
校
の
現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
中
学
校
再
編
に

か
か
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
方　

針
】

◆
再
編
の
時
期

　

勝
山
市
の
中
学
校
再
編
は
、
今

か
ら
概
ね
10
年
後
（
平
成
36
〜
37

年
度
）
を
目
途
と
し
て
、
検
討
を

進
め
ま
す
。

◆
検
討
委
員
会
の
開
催

　

平
成
30
年
度
に
「
中
学
校
再
編

検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
平

成
31
年
度
中
に
方
針
の
結
論
を
得

ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
校
の
状
況

に
つ
い
て
、
毎
年
デ
ー
タ
の
収
集

整
理
・
分
析
を
時
系
列
的
に
行
い

ま
す
。

◆
中
学
校
の
課
題
へ
の
対
応

　

現
在
の
中
学
校
に
内
在
す
る
課

題
（
免
許
外
教
科
担
当
教
員
の
発

生
、
部
活
動
選
択
肢
の
減
少
等
）

に
対
し
て
、
補
完
的
な
教
員
配
置

や
部
活
動
の
複
数
校
合
同
チ
ー
ム

編
成
な
ど
の
可
能
性
を
検
討
し
、

必
要
な
対
策
が
実
施
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。

◆
小
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
区
の

保
護
者
・
地
域
住
民
の
意
思
を
尊

重
し
て
対
応
し
ま
す
。

【
今
後
の
課
題
】

　

現
在
は
、
学
校
や
関
係
者
の
努

力
や
工
夫
に
よ
っ
て
、
小
規
模
校

の
持
つ
課
題
に
対
処
し
な
が
ら
、

逆
に
そ
の
利
点
を
活
か
し
た
学
校

運
営
に
努
め
て
お
り
、
大
き
な
支

障
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
後
さ
ら
に
生
徒
数

が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
小
規
模

校
の
課
題
が
大
き
く
表
面
化
し
て

く
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

い
ず
れ
は
中
学
校
再
編
に
よ
り
、

問
題
解
消
を
図
る
べ
き
時
期
を
想

定
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
教
員
配
置
や

部
活
動
で
の
課
題
も
、
今
後
徐
々

に
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
対
応
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。
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◆
ま
ち
フ
ェ
ス
を
同
時
開
催
！

　

夏
フ
ェ
ス
「
ダ
イ
ノ
ソ
ニ
ッ
ク
」
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
呼

ん
で
の
ラ
イ
ブ
部
分
の
み
が
公
表
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
〝
ま
ち
な
か
ス

ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
〞
と
い
う
、
お
祭
り
部

分
の
形
が
固
ま
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
少

し
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

中
央
公
園
周
辺
に
様
々
な
ス
ト
リ
ー
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
や
っ
て
き
て
、
そ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
勝
山
の
左
義
長
太
鼓
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

◆
お
祭
り
の
よ
う
に
…

　

勝
山
に
は
、
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
を
は

じ
め
、
様
々
な
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
ど

の
お
祭
り
に
も
、
人
々
の
笑
顔
と
お
互
い

に
盛
り
上
げ
て
楽
し
も
う
と
い
う
気
持
ち

が
見
え
て
、
こ
ち
ら
も
自
然
と
笑
顔
に
な

り
ま
す
。

　

今
回
の
ま
ち
フ
ェ
ス
で
も
、
お
祭
り
の

よ
う
に
勝
山
市
全
体
で
お
互
い
に
盛
り
上

げ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
い
い
な
と

の
思
い
で
、
毎
日
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　

僕
は
、
勝
山
の
良
さ
を
知
っ
て
い
る
人

に
大
勢
会
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
、
そ
の

点
と
点
の
繋
が
り
が
少
し
弱
い
だ
け
。
こ

の
点
を
、
夏
フ
ェ
ス
を
通
じ
て
線
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ダ
イ
ノ
ソ
ニ
ッ
ク
に
は
、
い
ろ
ん
な
人

が
い
ろ
ん
な
地
方
か
ら
勝
山
に
足
を
運
ん

で
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
に
、「
勝
山

は
楽
し
い
ま
ち
な
ん
だ
な
！
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
言
う
も
の
の
、
ま
ず
は
勝
山
市
に

住
む
皆
さ
ん
と
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

め
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
人
が
ま
ち
フ
ェ
ス
に
遊
び
に
来
て
、

楽
し
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
皆
さ
ん
で
作
り
上
げ
る

　

僕
一
人
が
力
ん
で
い
て
も
、
到
底
こ
の

夏
フ
ェ
ス
の
成
功
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力
が
必
要

で
す
。
勝
山
で
行
わ
れ
る
、
過
去
最
高
で

最
大
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、
皆

さ
ん
で
作
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

ダ
イ
ノ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ラ
ム

み
ん
な
で
夏
フ
ェ
ス
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

勝ち山夏物語　日程表
　26日㈮

　越前大仏夏まつり
　　会場：越前大仏

　27日㈯・28日㈰　

　大清水まつり
　　会場：大清水広場
　28日　午後４時　長柄行列
　　　　 午後６時　灯篭流し

　10日㈯・11日㈰

　午前10時　ゆめおーれフェスティバル
　　会場：ゆめおーれ広場

　13日㈫

　午後６時　大師山たいまつ登山
　　集合：越前大仏駐車場

　14日㈬

　午後４時　かちやまワッショイ２０１３
　　会場：元禄線、ゆめおーれ広場
　午後４時　美容組合浴衣無料着付サービス
　　会場：ゆめおーれ勝山
　午後８時30分　納涼花火大会２０１３
　　会場：弁天緑地

　15日㈭

　午前９時　平泉寺歴史オリエンテーリング
　　会場：白山平泉寺旧境内
　午後３時　谷はやし込み行列
　　会場：伊良神社（北谷町）

　16日㈬

　午後４時　かち山ちょうちん登山
　　集合：村岡小学校グラウンド

　18日㈰

　午前７時　白山禅定道トレイルマラソン２０１３
　　集合：勝山城博物館駐車場

　24日㈯

　　DINOSONIC（ダイノソニック）
～勝山まちなかストリートフェス～2013夏

　午前10時　 ダンスイベント「遊舞っさ９」、関西
学院大学による大道芸、飲食ブースほか

　　会場：教育会館・中央公園ほか
　午後２時　音楽フェスティバル
　　　　　　　「DINOSONIC」（8・9ページ参照）
　　会場：市民会館

７ 

月

８ 

月

ダイノソニック実行委員会
代表　中村　剛さん
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今
年
今
年
もも
燃燃
え
る
！

え
る
！

熱熱
いい
夏夏

〜
勝
ち
山
夏
物
語
が
始
ま
り
ま
す
〜

〜
勝
ち
山
夏
物
語
が
始
ま
り
ま
す
〜

■
夏
フ
ェ
ス
も
開
催
！

　

勝
山
の
夏
を
さ
ら
に
熱
く
さ
せ

る
「
勝
ち
山
夏
物
語
」
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
７
月
26
日
の
「
越
前
大

仏
夏
ま
つ
り
」
を
皮
切
り
に
、
約

１
か
月
間
、
市
内
各
所
で
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

８
月
14
日
に
は
、
ゆ
め
お
ー
れ

勝
山
と
元
禄
線
周
辺
を
中
心
に

「
か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
が
、

夜
は
弁
天
緑
地
で
夜
空
に
２
千
発

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
「
納

涼
花
火
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
回
は
、
８
月
24
日
に

夏
フ
ェ
ス
「
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
〜
勝
山
ま
ち
な
か
ス
ト
リ
ー
ト

フ
ェ
ス
〜
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
よ
り
さ
ら
に
熱
く
勝
山
の
夏

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
勝
ち
山
夏
物
語
で
、
勝

山
の
夏
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

かちやまワッショイ２０１３
◆タイムスケジュール
　８月14日㈬　※時刻はあくまでも目安です
　　16：00　開会式
　　16：40　パレード演技（元禄線）
　　18：20　ステージ演技（ゆめおーれ広場ステージ）
　　19：40　総踊り

◆出場チーム
　・市内チーム（５チーム）

旭町体協チーム・ザ・夏KA舞BU喜KI
西の子 天守 オブ パイレーツ、鹿谷童子
酔・舞・心、輝楽☆喜来（きらきら）

　・市外チーム（７チーム）
極舞人、フォースリー カモンズ★、道楽
水仙紅羅舞、4351 it’s all right! ！、響
世興樂団_DYNASOUL

勝山商工会議所まちなか賑わい事業

納涼花火大会２０１３納涼花火大会２０１３
と　き　８月14日㈬
　　　　午後８時30分～９時10分ころ
ところ　弁天緑地
　　　　※雨天の場合は翌日に順延
問　勝山商工会議所　☎88 ｰ 0463

白山禅定道
トレイルマラソン2013
と　き▶８月18日㈰　午前７時～
申込締切▶７月20日㈯

かちやまワッショイ２０１２グランプリ「フォースリー カモンズ★」

夏
フ
ェ
ス
関
連
記
事
は

Ｐ
８
・
９
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

出場者
募集

申・問　生涯学習・スポーツ課
（教育会館２階）☎88 ｰ 8114
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ダイノソニック実行委員会

2013年８月24日㈯ 14:00～
勝山市民会館
　スタンディング：MAX700人
　椅子席：173席

第１部（午後２時～）東京女子流
　　　　DANCEROID、まなみのりさ
第２部（午後６時頃～）アーバンギャルド
　　　　バニラビーンズ、キノコホテル

主催者

実施日

会 場

出演者

チケット

チケットは市役所・コンビニでも購入できます！
第１部　椅子席4,500円、スタンド3,500円
第２部　椅子席5,000円、スタンド4,000円
第１部＋第２部通し
　　　　椅子席8,000円、スタンド6,500円

チケットぴあ、ローソンチケット、e＋、サウ
ンドソニック、県内有名プレイガイド、市役
所（観光政策課）ほか
※ 地元割引あり（20％引き）
　条件：市内在住の18歳以下で、市役所ま

たはダンススタジオ「アドバンス
ター」で購入すること

購入先

東京女子流

（勝山市恐
竜大使）

まなみのり
さ

キノコホテ
ル

バニラビー
ンズ

アーバンギ
ャルド

（勝山市音
楽大使） DANCER

OID

（勝山市Ｗ
ＥＢ大使）
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夏
フ
ェ
ス
近
づ
く
！

〜
チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
〜　

今
夏
８
月
24
日
㈯
に
、
市
民
会
館
を
会
場

と
し
て
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ダ
イ
ノ
ソ

ニ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

出
演
者
は
、
勝
山
市
恐
竜
大
使
に
任
命
さ

れ
た
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
東
京
女
子
流
」、

勝
山
市
音
楽
大
使
の
浜
崎
容
子
さ
ん
擁
す
る

バ
ン
ド
「
ア
ー
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」、
そ
し
て
勝

山
市
W
E
B
大
使
に
任
命
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ア

イ
ド
ル
「
ダ
ン
ス
ロ
イ
ド
」、
こ
の
ほ
か
ア
イ

ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
バ
ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
」「
ま
な

み
の
り
さ
」、
超
個
性
派
女
性
バ
ン
ド
「
キ
ノ

コ
ホ
テ
ル
」
の
合
計
６
組
。

　

こ
れ
ら
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
す
る

熱
い
フ
ェ
ス
を
見
逃
す
な
！

８８
月月
2424
日
㈯
日
㈯

市
民
会
館

市
民
会
館
でで
開
催
開
催
！！



※日程によっては使えない場合もあります
※できるだけ公共交通機関をご利用ください

臨時駐車場一覧

北陸労

長山トンネル

至石川県

浄化センター

福井社会保険病院
村岡公民館

すこやか

至福井

至福井

福井県恐竜博物館 村岡山

臨時駐車場
トイレ

ゆめおーれ勝山

市立図書館

通行止め
10：00～20:00

通行止め
正午～22：00

8月14日（水）の車両規制について

ゆ め お ー れ 勝 山
越 前 信 用 金 庫 勝 山 支 店 駐 車 場
旧 J A テラ ル 越 前 勝 山 中 央 支 所
市 役 所 周 辺 駐 車 場
成 器 西 小 学 校
勤 労 者 体 育 館 駐 車 場
教 育 会 館 駐 車 場
ケ イ テ ー 社 員 駐 車 場
北 陸 労 働 金 庫 勝 山 支 店 駐 車 場
福 邦 銀 行 勝 山 支 店 駐 車 場
市 営 体 育 館 駐 車 場
松 崎 製 作 所
え ち ぜ ん 鉄 道 勝 山 駅 駐 車 場
大 阪 特 殊 合 金 ㈱ 勝 山 工 場

勝山市役所

勝山郵便局

8/15（木）
谷はやし込み行列

8/16（金）
かち山ちょうちん登山

8/24
遊舞

11 　　 広報かつやま7月号 №704

バス迂回路（平泉寺線・コミュ
ニティバス・ぐるりん）

バス迂回路（上記以外）

ご不便をおかけしますが、ご協力をお
願いします。

8月14日（水）午前10時～午後8時

大師山

㈳勝山観光協会

大清水公園

教育会館

中央公園

旧JAテラル越前
勤労者体育館

市立図書館
ケイテー成器西小

市営体育館

労働金庫 越前信用金庫

勝山郵便局

弁天緑地

大阪特殊合金㈱勝山駅
えちぜん鉄道

松崎製作所

越前大仏

本町通り

後町通り

東縦貫線 至大野

至大野

西環状線

九頭竜川

勝山ニューホテル

白山平泉寺

勝山城博物館

勝山商工会議所

福邦銀行

勝山市役所

市民会館

元
禄
線

勝山郵便局

勝山駅

西環状線

九頭竜川 勝山橋

えちぜん鉄道

花火会場

●警備本部

勝山橋 東詰～西詰
西詰～中島区（市道）

19:00～21:30
車両通行止め

西環状線西側区内道路
19:00～21:30
車両通行自粛

勝山橋　上流側歩道
19:00～21:30
通行止め

はたや記念館
　ゆめおーれ勝山
はたや記念館
　ゆめおーれ勝山

8/13（火）
大師山たいまつ登山

7/26（金）
越前大仏夏まつり

8/14（水）
無料着付サービス

勝山夏フェス2013 「DINOSONIC」

8/14（水）
納涼花火大会2013

8/15（木）
平泉寺
歴史オリエン
テーリング

かちやまワッショイ2013

8/18（日）
白山禅定道トレイルマラソン2013

8/24（土）

4（土）

8/14（水）

勝山まちなかストリートフェス
8/24（土）

大清水まつり
7/27（土）・28（日）

8/10（土）・11（日）
ゆめおーれフェスティバル

っさ9
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勝山市職員採用候補者後期試験勝山市職員採用候補者後期試験
試験区分・受験資格など

試
験
区
分

受験資格、要件
（学歴・性別は問わない）

資格、免許など 生年月日

事　

務

問わない
ただし、平成25年
度勝山市職員採用候
補者前期試験の申込
者は受験できない Ｓ59.4.2

～Ｈ8.4.1

消　

防

普通自動車運転免許
を有する方、または
平成26年３月31日
までにその免許取得
が見込まれる方

　

平
成
25
年
度
勝
山
市
職
員
採
用

候
補
者
後
期
試
験
を
、
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
▼

　

事
務　

１
人
程
度

　

消
防　

２
人
程
度

受
験
資
格
▼
左
記
の
と
お
り

試 

験
内
容
▼
教
養
試
験
、
適
性
検

査
、
作
文
試
験

申 

込
方
法
▼
試
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
人
事

職
員
グ
ル
ー
プ
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い

※ 

二
次
試
験
の
日
時
等
に
つ
い
て

は
、
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

し
ま
す

最
終
合
格
発
表
▼
11
月
中
旬

申
・
問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
３

と　き▶７月14日㈰　午前９時～
ところ▶ゆめおーれ勝山
販売物▶にんにく、にんにく味噌、地元野菜等
問　西ヶ原にんにくの郷　☎88 ｰ 3563

男の筋力向上塾（運動講座）男の筋力向上塾（運動講座） にんにく即売会にんにく即売会
と　き▶８月の毎週木曜日（全５回）
　　　　午後７時30分～８時30分
　　　　※８月１日のみ午後７時～
ところ▶すこやか　多目的ホール
　　　　※ ８月22日はタケイ・パワー・ジムで実施
対　象▶勝山市民の男性
内　容▶ 効果のでる筋力トレーニング、チューブ

を使用したトレーニング（希望者のみ）
講　師▶タケイ・パワー・ジム
　　　　代表　武井 康弘 氏
定　員▶25人（要予約、先着順）
費　用▶800円（５回分）
　　　　※ チューブを使用する方は別途料金が必要
準備物▶動きやすい服装、外ズック、飲み物等
申・問　健康長寿課（すこやか内）
　　　　☎87 ｰ 0888

成年被後見人の選挙権が回復

　平成25年５月に成年被後見人の選挙権回復
等のための公職選挙法等の一部を改正する法
律が成立し、同年7月以降に公示・告示される
選挙から、成年被後見人は選挙権・被選挙権
を有することになりました。
問　勝山市選挙管理委員会（市役所１階）
　　☎88 ｰ 1111（代表）

受付期間　７月16日㈫～８月20日㈫
　　　　　※午前８時30分～
　　　　　　　　午後５時15分（土、日曜日を除く）

一次試験　９月22日㈰
試験会場　福祉健康センター「すこやか」

講師の武井 康弘 氏
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市民総ぐるみで青少年の健全育成に取り組もう

勝山市青少年健全育成計画

～かつやまっ子応援プラン～～かつやまっ子応援プラン～
　市ではこれまで、青少年の健全育成のための計画「アクションプ
ラン21」に基づき、「大人の背中で人づくり」を基本理念として様々
な活動に取り組んできました。
　この活動を、時代や子ども自身の変化に、より対応するものへと
発展させ、「勝山市青少年健全育成計画～かつやまっ子応援プラン～」
を策定しました。
　今後はこの計画をもとに、地域も企業も行政も市民総ぐるみとなっ
て青少年の健全育成に取り組む施策を総合的に展開していきます。
問　青少年育成勝山市民会議　☎87 ｰ 0101
　　生涯学習・スポーツ課（教育会館２階）　☎88 ｰ 8114

　

５
月
22
日
㈬
、
教
育
会
館
に
お

い
て
、
か
つ
や
ま
っ
子
応
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
全
体
会
が
開
催
さ
れ
、

木き

越ご
し 

和
夫 

氏
よ
り
「
き
ら
き
ら

輝
く
大
人
・

子
ど
も
た

ち
」
と
題

し
た
ア
イ

デ
ィ
ア
溢

れ
る
講
演

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

勝山市青少年健全育成推進事業がスタート
　市では、各地区の団体や市民団体などの青少年健全
育成活動に対し、申請に応じて資金面で支援をします。
助成金額▶１団体につき上限額３万円
※原則、人件費や食糧費は補助対象外
問　青少年育成勝山市民会議　☎87 ｰ 0101
　　生涯学習・スポーツ課（教育会館２階）☎88 ｰ 8114

「勝山市青少年健全育成計画 ～かつやまっ子応援プラン～」
の具体的な内容

実現のために

市民全員の

共通ルール

大人自身の

心　が　け

勝山市 ６つのルール

大人自身の行動目標

１．毎日きちんとあいさつをしよう。

● 大人自身が社会のルールを遵守し、子どもにきちんと伝
える。

２．家族や友達、地域の人々とたくさん話をしよう。

３． 外で元気に遊んだり、自然と触れ合う体験をどんどん
しよう。

４．相手への尊敬・思いやりの気持ちを養おう。

５． ルールを守る気持ち・がまんする気持ちを身につけよう。

６．個人としての強さや個性を養おう。

●子どもが憧れる先輩となる。

●
正
義
感
・
倫
理
観
・
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、

礼
儀
を
重
ん
じ
る
大
人
に
な
る
。

●
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
情
緒
豊
か
で
人
間
性
溢
れ
る
大
人
に
な
る
。

●
困
難
な
こ
と
に
も
取
り
組
む
、

た
く
ま
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
た
大
人
に
な
る
。

基本理念
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

８
月
１
日
か
ら
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

８
月
１
日
か
ら
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

お
手
元
の
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は
７
月
末

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
お

よ
び
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
７

月
31
日
㈬
で
す
。
８
月
１
日
㈭
か

ら
使
用
で
き
る
新
し
い
被
保
険
者

証
な
ど
は
、
今
月
中
に
福
井
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
証
の

一
部
負
担
割
合
は
、
前
年
の
所
得

で
判
定
し
て
お
り
、
お
手
元
の
被

保
険
者
証
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
と
は

市
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
の
場
合
、
申
請

し
て
認
定
さ
れ
る
と
、
入
院
時

の
食
事
代
な
ど
の
自
己
負
担
が

減
額
さ
れ
ま
す
。
一
度
申
請
す

れ
ば
、
市
・
県
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
限
り
、
自
動
更
新

と
な
り
ま
す
。

保
険
料
率
は

昨
年
度
と
変
更
な
し

　　

平
成
25
年
度
の
保
険
料
率
・
軽

減
措
置
は
、
昨
年
度
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
正
式
な
保
険
料
額
に
つ
い

て
は
、今
月
中
に
郵
送
し
ま
す「
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

保
険
料
の
お
支
払
い
方
法

は
選
択
で
き
ま
す

　　

保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
は
、

原
則
、年
金
か
ら
の
お
支
払
い（
天

引
き
）
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
い
方
法

に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
へ
の
手
続
き
方
法

　

ま
ず
、
金
融
機
関
で
口
座
振
替

の
手
続
き
を
し
て
、
そ
の
あ
と
市

民
課
で
年
金
天
引
き
中
止
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持 

ち
物
▼
被
保
険
者
証
、
振
替
口

座
の
通
帳
、
通
帳
の
届
け
印

口
座
振
替
に
関
す
る
注
意
事
項

• 

口
座
振
替
へ
の
変
更
は
、
手
続

き
し
て
約
３
か
月
後
か
ら
と
な

り
ま
す
（
今
月
中
に
手
続
き
を

さ
れ
た
場
合
、
10
月
か
ら
口
座

振
替
に
変
更
）。

• 

口
座
振
替
の
手
続
き
が
済
ん
で

も
、
年
金
天
引
き
中
止
の
手
続

き
が
ま
だ
の
場
合
、
年
金
天
引

き
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

• 

口
座
振
替
の
場
合
、
社
会
保
険

料
控
除
は
、
口
座
名
義
人
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

世
帯
全
体
の
所
得
税
や
住
民
税

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は

　　

特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
２

８月１日からの被保険者証（青色）

（内　側） （外　側）
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　現在お持ちの被保険者証、高齢受給者証およ
び限度額適用認定証・標準負担額減額認定証の
有効期限は、７月31日㈬です。
　８月１日㈭から使用できる新しい被保険者証
および高齢受給者証は、７月末までに郵送しま
すので、お手元に届きましたら、古い被保険者
証等を市民課（市役所１階）、すこやか、また
は最寄りの公民館へお返しください。
　なお、限度額適用認定証・標準負担額減額認
定証については、別途更新の手続きが必要です
ので、引き続き交付を希望される方は、更新の
手続きをお願いします。

【８月１日からの被保険者証】
　一般用（えんじ色）　　　退職者用（草色）

【修学等により住民票が勝山市にない方へ】
　修学等により勝山市外に在住の方で、被保険
者証が必要な方は、市民課へ「遠隔地被保険者
証」の交付手続きをしてください。
　申請に必要なもの▶

在学証明書または入所証明書
※卒業または退学された方へ
　届け出が無い場合、卒業（退学）までさかの
ぼって国保の資格を喪失し、その間に要した医
療費を返還していただくことがあります。また、
国保税も課税されたままですので、速やかに届
け出をお願いします。

【他の健康保険に入られた方へ】
　就職等により他の健康保険に加入した場合、
届け出を行わないと、短い期間であっても保険
料が重複してかかってしまう場合がありますの
で、必ず届け出をしてください。

問市民課（市役所１階）☎88 ｰ 8102

８月１日から被保険者証が新しくなります８月１日から被保険者証が新しくなります
国
保

年
金ご存知ですか？ちょっとお得な年金制度ご存知ですか？ちょっとお得な年金制度

「前納制度」で保険料が割引に！

　平成25年度の国民年金保険料は、月額15,040
円です。まとめて前払い（前納）することで保
険料が安くなりますので、前納制度をご利用く
ださい。
例）平成25年10月から平成26年3月までの
　　 6か月分の前納の場合

現金で前納 口座振替で前納
納付額※1 89,510円 89,210円
割引額 730円 1,030円

期限 10月31日㈭
（納付期限）

8月30日㈮※2

（申請期限）
※１　毎月納付の場合は、90,240円です
※２　金融機関に申請書を提出し、証明を受け
　　　た場合の申請期限です

「付加年金」で受給額を増やせます！

　月額400円の付加保険料を納めると、将来の老
齢年金に付加年金が加算されます。（任意加入）
　受給額（年額）は200円×付加保険料納付月数
です。
例）付加保険料を10年間納付した場合
保険料 400円×10年（120月）＝48,000円
受給額 200円×10年＝24,000円（年額）
※ 国民年金基金の加入者、免除該当者は加入で
きません

問　市民課（市役所1階）　☎88 ｰ 8102
　　年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 2316

年金加入記録の確認ができます！
　これまでの年金の加入記録等が確認でき
る、「ねんきんネット」をご利用ください。
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み
ん
な
で
守
り
、
育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

み
ん
な
で
守
り
、
育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

〜
総
合
医
の
立
場
か
ら
〜

〜
総
合
医
の
立
場
か
ら
〜

木下医院
木下　元　院長

■
二
次
救
急
医
療
機
関
の
役
割

　

二
次
救
急
医
療
機
関
と
し
て
救
急

患
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
盲
腸
の

手
術
・
軽
微
な
外
科
的
処
置
の
患
者

や
か
か
り
つ
け
医
と
な
っ
て
い
る
人

を
中
心
に
救
急
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

重
症
患
者
の
場
合
は
、
本
人
の
意
向

と
病
気
の
専
門
性
を
考
え
て
他
の
病
院
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
回
復

す
る
と
６
〜
８
割
の
患
者
は
逆
紹
介
で
戻
っ

て
き
て
、
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
治

療
を
行
い
ま
す
。
日
曜
・
祭
日
は
、
休
診
日

な
の
で
、
救
急
の
場
合
は
事
前
に
電
話
で
問

い
合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

■
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

外
科
医
と
し
て
乳
が
ん
検
診
に
も
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
乳
が
ん
検
診
は
、
以
前
は
触
診

検
査
だ
け
で
し
た
が
、
今
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
も
同
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
だ
け
に

な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
勝
山
市
で
は

毎
年
、
検
診
で
乳
が
ん
が
１
〜
２
名
見
つ

か
っ
て
い
る
の
で
、
検
診
を
受
け
る
よ
う
勧

め
て
い
ま
す
。

■
総
合
医
と
し
て

　

総
合
医
と
し
て
外
科
・
内
科
な
ど
の
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
外
来
を
受
診
す
る
患

者
は
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
血
症
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
の
人
が
約
７

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
病
気
を
悪
化
さ
せ
な

い
た
め
に
服
薬
は
大
事
で
、
決
め
ら
れ
た
量

と
回
数
を
守
り
、
ま
た
減
塩
な
ど
食
事
に
気

を
つ
け
、
30
分
か
ら
１
時
間
速
足
で
歩
く
な

ど
の
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
病
気
の
悪
化
を

防
ぎ
ま
す
。

■
在
宅
医
療
に
つ
い
て

　

外
来
診
療
を
行
っ
て
い
る
時
間
帯
に
は
往

診
を
頼
ま
れ
て
も
、
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
す
ぐ

に
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市
外

に
は
往
診
専
門
医
が
い
ま
す
が
、
勝
山
市
に

は
い
ま
せ
ん
。
国
は
在
宅
医
療
を
勧
め
て
い

ま
す
が
、
在
宅
で
最
後
ま
で
看
取
る
た
め
に

は
、
往
診
や
介
護
保
険
制
度
の
活
用
な
ど
が

不
可
欠
で
あ
り
、
現
状
で
は
家
族
の
協
力
や

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
人
が
必
要
で
す
。

　

全
国
的
な
医
師
不
足
で
、
地
方
で
は
医
師

を
確
保
す
る
の
も
難
し
く
、
日
々
の
診
療
に

追
わ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
在
宅
医
療
を
推
進

す
る
に
は
医
師
数
が
充
足
し
な
い
と
、
ま
だ

ま
だ
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

■
最
後
に

　

い
つ
も
と
違
う
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
早
め

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
我
慢
し
過
ぎ
て
重

症
に
な
っ
て
か
ら
来
る
人
も
い
ま
す
が
、
重

症
に
な
る
前
の
受
診
が
大
切
で
す
。

第９回

ホ
タ
ル
観
察
会

　

６
月
22
日
㈯
の
夜
、
福
祉
健
康
セ

ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」
そ
ば
の
浄
土

寺
川
で
、
ホ
タ
ル
観
察
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
観
察
会
は
、
わ
が
ま
ち
魅
力
醸
成

事
業
新
規
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
の
助
成
を
受

け
、
ホ
タ
ル
を
通
じ
て
自
然
環
境
を
考
え

て
い
こ
う
と
、「
浄
土
寺
川
の
ホ
タ
ル
を
守

る
会
」
が
開
催
し
た
も
の
で
、
市
内
の
親

子
や
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
か
ら
の
ツ
ア
ー

客
な
ど
約
70
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

見
頃
の
時
間
帯
に
観
察

　

ま
ず
、
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ホ
タ
ル
の
習

性
な
ど
を
説
明
し
、
そ
の
後
メ
ン
バ
ー
の

誘
導
の
も
と
、
観
察
会
場
ま
で
浄
土
寺
川

沿
い
を
下
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

１
日
に
３
回
あ
る
と
い
う
発
光
ピ
ー
ク

の
ひ
と
つ
〝
８
時
半
か
ら
９
時
過
ぎ
ご
ろ
〞

に
合
わ
せ
て
観
察
を
行
っ
た
た
め
、
ホ
タ

ル
を
見
学
し
て
い
る
間
に
、
ホ
タ
ル
の
光

る
数
が
増
え
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し

た
。
ホ
タ
ル
が
一
斉
に
点
滅
し
な
が
ら
飛

ぶ
姿
は
、
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

オ
ス
と
メ
ス
の
違
い

　

ホ
タ
ル
は
、
草
む
ら
の
上
を
飛
び
回
っ

て
い
る
の
が
オ
ス
で
、
草
む
ら
で
じ
っ
と

し
て
い
る
の
が
メ
ス
と
の
こ
と
。
説
明
者

は
、
そ
の
場
で
捕
ま
え
た
ホ
タ
ル
を
見
学

者
の
手
に
乗
せ
て
、「
オ
ス
と
メ
ス
で
は
、

発
光
器
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
県
外
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
の

親
子
連
れ
や
女
性
グ
ル
ー
プ
が
、
手
の
ひ

ら
の
上
で
光
る
ホ
タ
ル
に
感
動
し
て
い
る

姿
が
随
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
マ
ッ
プ

　
「
浄
土
寺
川
の
ホ
タ
ル
を
守
る
会
」
で

は
、
こ
れ
ら
の
説
明
も
含
ま
れ
て
い
る
ホ

タ
ル
マ
ッ
プ
も
作
成
し
、
ご
希
望
の
方
に

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
来
創
造

課
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

文
章　

エ
コ
協
広
報
部
長　

小
玉
理
恵

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
1
1
1
5
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ご
み
減
量
化
大
作
戦

ご
み
減
量
化
大
作
戦

〜
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
に
も
努
め
よ
う
〜

食
品
ロ
ス
を
な
く
そ
う

　

家
庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み

の
約
半
分
が
生
ご
み
で
、
そ
の
う

ち
４
分
の
１
が
食
べ
残
し
な
ど
、

本
来
食
べ
ら
れ
る
「
食
品
ロ
ス
」

で
す
。

　

福
井
県
で
は
、
家
庭
や
外
食
時

に
福
井
の
食
材
を
お
い
し
く
食
べ

き
り
、
食
べ
残
し
の
減
量
化
を
進

め
る
「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き

り
運
動
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

勝
山
市
で
も
こ
の
運
動
に
取
り

組
み
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
て
ご

み
の
減
量
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

食
品
ロ
ス
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

•
買
い
物
前
に
は

冷
蔵
庫
の
中
を
確
認

•
量
り
売
り
や
バ
ラ
売
り
の
利
用

•
食
べ
き
れ
な
い
と
思
っ
た
ら

　
「
小
盛
で
」

　
「
○
○
は
入
れ
な
い
で
」

•
週
１
回
「
冷
蔵
庫
一
層
デ
ー
」

消
費
期
限
が
近
い
食
材
を
使
い

切
る
日
を
設
定

賞
味
期
限
と

消
費
期
限
の
違
い

賞
味
期
限

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期
限
。

賞
味
期
限
を
過
ぎ
て
も
、
す
ぐ

に
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん

消
費
期
限

こ
の
期
限
を
過
ぎ
た
ら
食
べ
な

い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
期
限
。

生
ご
み
の
水
切
り

も
う
あ
と
一ひ
と
し
ぼ搾
り

　

生
ご
み
の
約
８
割
を
占
め
る
水

分
を
減
ら
す
こ
と
で
、
ご
み
の
量

も
ぐ
ん
と
減
り
ま
す
。

　

三
角
コ
ー
ナ
ー
や
排
水
口
に
た

ま
っ
た
生
ご
み
は
水
切
り
し
て
、

ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
は
、
最
後

に
も
う
ひ
と
絞
り
す
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
天
日
に

さ
ら
し
た
り
新
聞
に
包
ん
で
乾
燥

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
有
効
で

す
。

　

ま
た
勝
山
市
で
は
、「
生
ご
み

処
理
機
」
や
「
生
ご
み
処
理
堆
肥

化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）」
の
購

入
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業

今
年
も
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
が

今
年
も
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
が

勝
山
に
遊
び
に
来
ま
す

勝
山
に
遊
び
に
来
ま
す

　

被
災
地
の
児
童
に
、
勝
山
市
内

の
児
童
と
の
交
流
を
通
じ
て
「
恐

竜
王
国
福
井　

勝
山
市
」
を
満
喫

し
、
楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
23

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
被
災
地

の
子
ど
も
の
受
け
入
れ
事
業
を
、

今
年
も
実
施
し
ま
す
。

受
け
入
れ
児
童
数
▼

・
岩
手
県
陸
前
高
田
市

　
　

小
学
５
〜
６
年
生　

14
人

・
福
島
県
南
相
馬
市

　
　

小
学
５
〜
６
年
生　

10
人

日　

程
▼
８
月
１
日
㈭
〜
５
日
㈪

　

１
日　

移
動
日

　

２
日 　

カ
ヌ
ー
体
験
・
キ
ャ
ン

プ
等
（
北
郷
小
学
校
６
年

生
と
交
流
し
ま
す
）

　

３
日 　

恐
竜
博
物
館
見
学
、
化

石
発
掘
体
験

　

４
日　

市
内
観
光
名
所
見
学

　

５
日　

移
動
日

〜
み
ん
な
で
考
え
よ
う

防
災
・
減
災
〜

南
相
馬
市
職
員
に
よ
る
講
演
会

と　

き
▼
８
月
２
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か
第
１
会
議
室

演 　

題
▼
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故

南
相
馬
市
の
現
状
と
課
題

講　

師
▼
南
相
馬
市
職
員

　
　
　
　
　
　

西
浦　

武
義　

氏

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

昨
年
の
交
流
の
様
子

ぎゅっとひと搾り

賞味期限の表示

コンポスト
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山
端
祥
し
ょ
う
ぎ
ょ
く玉
頌
徳
碑

　

こ
の
碑
は
、
平
泉
寺
町
下
荒
井
の
白
山

神
社
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
約

３
メ
ー
ト
ル
で
、そ
の
傍
ら
に
は
約
２
メ
ー

ト
ル
の
来
歴
等
を
記
し
た
碑
が
別
に
建
つ
。

　

山
端
祥
玉
は
郷
土
を
愛
す
る
念
が
深

く
、
公
共
事
業
、
育
英
事
業
な
ど
へ
の
寄

附
・
資
金
援
助
、
な
か
で
も
区
の
村
社
白

山
神
社
造
営
に
巨
財
を
投
じ
た
。「
郷
民

斎
シ
ク
景
慕
措お

ク
能あ
た

ハ
ス
玆こ
こ

ニ
頌
徳
ノ
碑

ヲ
建
立
シ
以
テ
其
徳
業
ヲ
不
朽
ニ
傅つ
た

ヘ
ン

ト
ス
」
と
碑
文
の
最
後
は
締
め
く
く
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
氏
の
行
為
に
対
し
、

区
民
の
総
意
で
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

　

祥
玉
は
、
後
に
日
本
写
真
界
の
権
威
と

な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
碑
文
な
ら
び
に『
大

野
郷
友
録
』
に
よ
り
、
そ
の
履
歴
を
簡
単

に
た
ど
っ
て
み
る
。
祥
玉
は
本
名
を
啓
之

介
と
い
い
、
明
治
24
年
（
1
8
9
1
）
山

端
源
右
衛
門
の
五
男
と
し
て
下
荒
井
区
に

生
ま
れ
た
。
15
才
で
写
真
の
道
を
志
し
、

大
阪
へ
次
い
で
東
京
で
修
業
を
積
ん
だ
。

　

一
旦
兵
役
に
就
く
が
、
そ
の
後
海
外
で

過
ご
す
こ
と
20
数
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
南
方
で
写
真
家
と
し
て
の
腕
を
磨
い

た
。
大
正
の
末
に
帰
国
し
、
東
京
築
地
で

高
速
度
輪
転
写
真
を
始
め
た
。
こ
れ
は
本

邦
初
で
、
一
気
に
名
声
が
高
ま
り
、
陸
海

軍
観
兵
式
や
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
写
真
撮

影
の
委
嘱
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
欧
米
並
び
に
南
北
ア
メ
リ
カ

大
陸
視
察
の
命
を
受
け
て
そ
の
責
務
を
果

た
す
一
方
、
各
種
会
社
の
経
営
者
と
し
て
、

自
ら
も
国
際
宣
伝
企
業
株
式
会
社
を
創
設

し
た
。
こ
の
よ
う
に
祥
玉
は
日
本
文
化
を

世
界
に
紹
介
し
、
日
本
の
国
際
貿
易
進
展

に
も
貢
献
し
た
人
物
で
も
あ
る
。

　

祥
玉
の
子
庸よ
う
す
け介
も
父
の
後
を
つ
い
で
、

日
本
を
代
表
す
る
写
真
家
、
従
軍
カ
メ
ラ

マ
ン
と
な
っ
た
。
長
崎
市
へ
の
原
子
爆
弾

投
下
直
後
に
市
内
に
入
り
、
被
爆
の
状
況

を
撮
影
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
書

籍
と
し
て
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
：
長
崎

よ
み
が
え
る
原
爆
写
真
』
が
あ
る
。

「ためらいがちの
シーズン」

「チョーシンくんの
だいぼうけん」

「冒険の遺伝子は
天
いただき

頂へ」

唯川　恵／著
光文社

二見　正直／作
偕成社

三浦　雄一郎／著
＊「かつやま〝ときめき″大使」

祥伝社

　陽菜は、５年ぶりに戻ってきた懐かしい
町の中学校で、友人たちと再会。初恋の
陸人とも、ときめきの出会いが。だが、
親友だったりりなは、すっかり変わってし
まっていて…。少女が起こした小さいけれ
ど素敵な奇跡の物語。

　チョーシンくんは、ビョーシンくんをまね
して速くまわったり、タンシンさんをまねし
てじっと動かないでいたりして、おこられて
ばかり。「ちがうものになるよ」と、時計
をとびだしたチョーシンくんが外の世界で
見つけたものは、いったい何だったのか？

　60代で目標を失った著者は、70歳・
75歳の時にエベレスト登頂で驚異の復
活を遂げ、80歳で3度目の登頂を成功
させた。彼を駆り立てるのは何か。その
冒険スピリットの根源に迫る。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成25年６月末 前年比

総件数 262件 ＋3件

　人身事故
（うち高齢者）

27件
（7）

－9件
（－5）

　　死　者
（うち高齢者）

1人
（1）

＋1人
（＋1）

　　傷　者 26人 －19人

　物損事故 235件 ＋12件

７月の納税

５月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ６月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,156人 7 －11 －4 11 －14 －3 12,149人 －7人
女 13,329人 6 －8 －2 13 －27 －14 13,313人 －16人
合　計 25,485人 13 －19 －6 24 －41 －17 25,462人 －23人
世帯数 8,131世帯 8,132世帯 1世帯

人口の動き

固定資産税▶第２期　　国民健康保険税▶第１期
納期限▶７月31日㈬　　口座振替▶７月26日㈮

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪２
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島田洋七さん講演会開催
■６月23日　越前大仏

　公益社団法人勝山青年会議所の創立45周年記念事
業で、ベストセラー「佐賀のがばいばあちゃん」で有
名な漫才師島田洋七さんの講演会が開催され、巧みな
話術に会場は大爆笑に包まれました。

炭焼きの体験学習
■６月26日　荒土町細野

　荒土町ふるさとづくり推進協議会が荒土小学校５年
生20人を招き、炭焼きの体験学習を行いました。児童
たちは、狭い炭焼窯にナラの原木を運び込んで並べま
した。

明治大学との官学連携アカデミー
■６月15日　すこやか

　明治大学の加藤久和教授を招いて、官学連携アカデ
ミーが開催され、少子高齢化問題について考える講演
会が行われました。身近な問題とあって、参加者は真
剣に講演に聞きいっていました。

水防訓練を実施
■６月30日　弁天緑地

　水害に備える水防訓練が行われ、土のうの作成や
水流を抑えるための木枠作りの実地訓練に、市内消
防団員や市職員などが参加しました。今回初めて消
防団協力事業所２社も参加しました。

福井大学と包括的連携協定を締結
■６月25日　教育会館

　勝山市は福井大学と包括的連携協定を締結しまし
た。今後は、人的・物的資源を相互活用し、様々な
事業を共同で実施していきます。

福 井大学　眞弓光文学長のコメント「これまで個々
に取り組んできた事業に“横串を通す”ような連
携を図りたい。ますます地域に貢献する取り組み
のほか、教職・工学系の人材育成の場や教育・研
究のフィールドとして、勝山を活用していきたい。」

山 岸市長のコメント「様々な取り組みを大学と連携
して行うことで、学術的な裏付けができる。また、
市民が大学をより身近に感じることができるなど、
大きなメリットが生まれると期待している。」


